
北海道上士幌町教育委員会生涯学習課

社会教育主事 髙橋 克磨

上士幌町の概要

○北海道十勝地方の北部

大雪山国立公園の東山麓に位置（町内の約76％が森林地帯）

○面積 約696㎢

○人口 5,017人 2,543世帯（Ｈ30年９月末）

○産業 農業や林業などの第一次産業

旧国鉄士幌線コンクリートアーチ橋梁群などの観光業

○ふるさと納税

Ｈ29年度実績 約16億６千万円

●主な活用事業

→町認定こども園の保育料10年間無料化（Ｈ28年４月～）

→公営塾の開設。授業料を無料化（Ｈ28年７月～）



上士幌町の学校

糠平小学校 4名

上士幌小学校 239名

上士幌中学校 132名

認定こども園 163名

上士幌高等学校 169名 ※Ｈ30.10月現在

上士幌町がＣＳを導入した背景



上士幌町総合戦略 ５つの基本目標
１ 地場産業で地域の活力を生み出すまち
２ 子育て・教育の充実したまち（幼→高）

【施策】
○豊かな子育てを支える質の高い学力・

体力・多様な体験機会の体系化
～実施予定事業～
上士幌町子ども教育ビジョンの具現化
→【地域全体で取り組む

「かみしほろ学園構想」】
３ 健康で安心して暮らせるまち
４ 移住定住による人口減少をくい止めるまち
５ 小さな拠点の形成を目指すまち

上士幌町子ども教育ビジョン（Ｈ26年12月策定）

学校教育目標
「健康で明るく、知性に富み、自主的で協働を愛するたくまし
い子」

社会教育目標
「豊かな心情と健康な体を持ち、自らを高め、住みよい郷土を
つくりだす人」

この目標を達成するため・・・

具体的な“目指す子ども像”を定め、おおむね10年後を
見据えた教育環境の整備や施策をまとめた



子ども教育ビジョンで定める「目指す子ども像」

１ 確かな学力と応用力を身に付け、夢に向かって人生を歩むこ

とができる子

２ 郷土の歴史を学び、伝統・文化を大切にし、郷土を誇れる子

３ 厳しい環境に負けない、たくましい心と体を持つ子

４ 豊かな発想力を持ち、自分の考えを表現できる子

５ お互いの個性を認め尊重し合い、思いやりと感謝の気持ちを

大切にできる子

かみしほろ学園構想
上士幌町子ども教育ビジョンで定める“目指す子ども像”をどの

ように具現化していくか、具体的な施策をまとめたもの

２つの基本理念

コミュニティ・スクール制度の活用

「ゆめ育」応援団の設立

基本理念１：幼児から高校生まで一貫性のある教育環境づくり

基本理念２：地域総ぐるみで子どもの育ちに関わる仕組みづくり

コミュニティ・スクール

熟議 実践
各学校運営

協議会
「ゆめ育」

応援団連携



上士幌町のＣＳ立ち上げ

熟議
各学校運営

協議会

かみしほろ学園構想検討委員会について
上士幌町において、学校・家庭・地域がそれぞれの責任と役割を果たしつつ、

上士幌町子ども教育ビジョン（H26,12策定）で定める目指す子ども像を実現

するための具体的な手法を検討し、構想を策定する委員会

相互連携・相互調整

委員委嘱
教育長

かみしほろ学園構想検討委員会

教育プログラム

検討部会

コミュニティ

スクール

検討部会

地域教育

部会

課外活動

部会



コミュニティ・スクール検討部会の部会員

上士幌中学校教頭
連合ＰＴＡ会長

上士幌中学校教諭
複式研会長

主任児童委員
社会教育委員副委員長

小中学校評議員
行政区長

校長会副会長

コミュニティ・スクール検討部会の
基本的な考えについて

地域が学校を盛り上げ、
元気な学校が地域の活性化を生む

好循環システム



コミュニティ・スクール検討部会のミッション

ミッション①

「広く町民にＣＳを周知し、理解・促進を図る」

〇地域への説明
→行政区長会議
→町連合ＰＴＡ
→社会教育委員
→保護者（参観日の全体懇談会）
→商工関係者（企業等）

コミュニティ・スクール検討部会のミッション

〇町広報誌を活用した周知
→Ｈ27年12月から掲載



コミュニティ・スクール検討部会のミッション

→ＳＮＳを活用した情報発信（現５校長のつぶやき）

コミュニティ・スクール検討部会のミッション

→学校だより等の活用



コミュニティ・スクール検討部会のミッション

→教職員への説明
生涯学習課（社会教育主事）が各学校で説明

●来年4月から導入する（決定事項・・・委員会が指定する）
●説明内容 ①ＣＳの基礎・基本について説明

→学校運営協議会制度の主な機能
〇基本方針の承認（必須）
〇学校運営に意見
〇教職員の任用に関して意見

②ＣＳがもたらすであろう効果について説明
→ＣＳ導入により教職員の向き合う時間増
→生きた教材を提供できる可能性大

※学校にプラスなことを中心に。前向きに。

コミュニティ・スクール検討部会のミッション

ミッション②

実際の運営方法について、方向性を定める

１）上士幌町ＣＳ委員会の設置
各学校運営協議会が連携をもち、全町的に町民が活動に参画できるよう設置

上士幌町CS委員会（※導入当時）

上中運営 上小運営 糠小運営萩小運営

委員の構成：各協議会会長・副会長、各学校長、社会教育委員会長・副会長、生涯学習課職員



コミュニティ・スクール検討部会のミッション

２）“熟議”の方向性
目的やテーマをもって会議を開催し、熟議をもって学校運営に参画

４月下旬

・学校運営の基本方針の承認
・学校の年間計画の共有
・１年間のＣＳ運営の計画
・１学期のＣＳ運営の計画 他

７月末
・１学期の取り組みの振り返り
・２学期のＣＳ運営の計画 他

１２月末
・２学期の取り組みの振り返り
・３学期のＣＳ運営の計画 他

２月末
・１年間の取り組みの振り返り、評価
・新年度に向けた意見徴収 他

※年度初めと年度末には、コミュニティ・スクール研修会を教育委員会が開催し、ＣＳ

についての知識を深めるとともに、各協議会の運営内容の共有等を実施。

コミュニティ・スクール検討部会のミッション

２）“熟議”の方向性 実際は・・・
※上小学校運営協議会の場合（Ｈ28年度）

４月11日

・学校運営の基本方針の承認
・学校の年間計画の共有
・学校運営協議会の体制
・１年間のＣＳ運営方針

７月14日 ・２学期のＣＳ運営の計画

10月12日
・学校評価
・職員任用の具申
・「ゆめ育」応援団の活用について

１月24日
・コミュニティ・スクール研修会
・各協議会の交流
・評価について



コミュニティ・スクール検討部会のミッション

３）“ＣＳコーディネーター”の配置
町の特性を活かした取り組みを進めるための環境整備

①ＣＳコーディネーターの身分
・地域おこし協力隊（総務省）※任期は３年

・教育委員会生涯学習課配属

・上士幌小学校で勤務
（現在は、小学校【週2日】中学校【週1日】教委【週2日】）

コミュニティ・スクール検討部会のミッション

②ＣＳコーディネーターの業務
・ＣＳレター（きずな）の作成



コミュニティ・スクール検討部会のミッション

・学校と地域の連絡調整（コーディネート）

→各学校運営協議会から依頼された事案のコーディネート

→各教職員から依頼された事案のコーディネート
例：校外学習先（農業体験や自然体験等）との連絡・調整 など

→当該校長の求めに応じた関連業務

・「ゆめ育」応援団関連業務
→「ゆめ育」応援団への登録（手続き関係）
→登録している応援団との協働活動をコーディネート

現在となっては、上士幌町のＣＳを進めていく上で、なくてはならない存在

コミュニティ・スクール検討部会のミッション

〇核になる人間の熱量
→目的は子どもたちのために。学校・地域とのコミュニケーショ

ンの機会を多くもち、目的への思いを共有し、期待感を高める
ことが必要

〇難しく考えず、できることから始めてみようの姿勢
→上士幌町は「学校を知ろう」からスタート。まずは、お互い

（学校⇔地域）を知る活動を中心に行うことが必要

〇学校や地域への理解を促進
→ＣＳの指定は、教育委員会・校長の親切な説明が必要

～導入に向けた取り組みまとめ～

〇学校や地域の負担にならないような運営
→ＣＳコーディネーターを中心に、「教員の困り感」を解消し、
「地域の力」を効果的に活用できるよう運営していくことが重要



「ゆめ育」応援団の取り組み

実践
「ゆめ育」

応援団

「ゆめ育」応援団の取り組み

○「ゆめ育」応援団って？

→学校を核として、地域総ぐるみで子どもと関わり、
学び合っていく環境づくりを行うために、自らの学
びや得意とすることを、子ども達へ還元していこう
とする取組。

子どもには、新たな学びを
地域の方には、生きがいとなるような活動を



「ゆめ育」応援団の導入方法について
※既存のしくみを上手に活用

北海道家庭教育サポート企業等制度（Ｈ18年～）

・道教育長と企業等が協定（HP）
・Ｈ30.8.10 現在道内2,361社

～主な役割～
〇地域行事への協力・支援
〇学校行事への参加促進
〇生活リズム向上の取り組み など

企業内教育＋社会貢献

「ゆめ育」応援団の導入方法について
※既存のしくみを上手に活用

上士幌町の場合・・・

サポート企業の拡大（従前は5社）
→社会教育主事と校長が商工会等へ働きかけ

新規企業20社の協定に成功
→合同協定式を実施（場所：小学校図書室）

結果・・・



サポート企業合同協定式（Ｈ28.2.22）

応援団に
なりませんか？

「ゆめ育」応援団の導入方法について
※既存のしくみを上手に活用

●企業だけではなくグループ・サークル
だって「応援」できる

●個人だっていいじゃない

「企業」＋「サークル」＋「個人」

「ゆめ育」応援団

〇しかし、何かがたりない・・・



「ゆめ育」応援団の導入方法について
※既存のしくみを上手に活用

～方法～
→役場広報
→学校だより
→ＳＮＳ など

〇「ゆめ育」応援団募集開始！

結果！

〇25企業（34）
〇２サークル（５）
〇24個人（81）

「ゆめ育」応援団の導入方法について
※既存のしくみを上手に活用

〇「ゆめ育」応援団の考え

「やってあげてる」
ではなく

「一緒に学ぼう」
「ともに地域を創ろう」

の考え

＝協働の心
=地域創造



「ゆめ育」応援団の実際の活動

上士幌町のコミュニティ・スクール

協議会の熟議と「ゆめ育」応援団の実践

学校運営協議会 「ゆめ育」応援団

→熟議を行う機関

基本方針の承認

学校の運営に意見

教職員の任用に意見

→実際に活動を行う組織

できる人ができる時に

自らの学びを還元

協働の心

協議会と応援団は“車の両輪”

地域や学校の声を聴き、運営に活かしていく

子どもたちのために何ができるのか、支え合いながら進めていく



コミュニティ・スクールの成果と課題
〇成果（Ｈ29年度ＣＳ評価から）

Ｈ28年度よりＣＳに係る項目についてＣＳ評価を実施しています。

最高値＝４ 平均値＝2.5

Ｈ29

Ｈ28

コミュニティ・スクールの成果と課題

〇課題

・より多くの町民に理解を促す
→プレスリリース等による情報発信の強化

・さらに主体的な活動へ
→「やってくれて助かるよね」から「こんなことなら私にもでき

るかな、やってみようかな」へ意識の変換

・学校間（協議会間）の格差をなくす
→元々コミュニティが“ある”学校と“少ない”学校

・協議会の成熟
→委員の意識や熟議を深化させていく



最後に・・・

●ＣＳを進める上でのキーワードは「できる人ができる時に」

→地域の方も学校の教職員も負担にならないようなコーディネート

（コーディネーター）が必要不可欠

●子どもも地域の方も学校もWin-Winの関係性で進める

→子どもは、地域の様々な方とのコミュニケーションはもちろん、

新たな体験からより多くの学びが生まれる。

→地域の方は、これまでの経験や自らの学びを活かすことができる。

→学校は、生の教材を使った授業の展開などに役立てられる。


